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在宅介護者の集いを開催
　在宅で介護をしている方を対象に、日々
の疲れを癒し心身のリフレッシュを図るこ
とを目的に、「在宅介護者の集い」を開催
しました。
　今年度 1回目は陸前高田市にあるキャ
ピタルホテル 1000で行い、39名の参加者
が集いました。
　当日は天気も良く道中はバスから紅葉を
眺めながら会話に花を咲かせ、ホテルでは
入浴や昼食を通して交流しました。帰りには
道の駅高田松原で買い物を楽しんだり東日
本大震災津波伝承館を見学するなど、ゆっ
くりとした時間を過ごされていました。
　参加された方からは、「みなさんと交流
できてよかった」「また参加できるのを楽
しみにしている」との声をいただきました。
　今年度 2回目の集いは来年 2月に開催
予定です。
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　10月 30日、平成 30年度まで開催していた「ふるさとお茶っこ交流会」に参加されていた方々
の再会の場と沿岸部へ足を運ぶ機会を作るため、陸前高田市のキャピタルホテル 1000を会場に、
バスツアーとして開催しました。
　当日は、市内に移住された方 11名、帰郷された方 20名（陸前高田市 9名、気仙沼市 10名、

大船渡市 1名）の計 31名が参加されました。
　同窓会では昼食をいただきながら懐かしい話
をしたり、お互いの近況を報告し合ったりと、
話が尽きることはなく久し振りの再会を喜んで
おられました。
  また、バス移動時には気仙沼市や陸前高田市
の風景や復興状況を車窓から眺め、帰りに９月
にオープンしたばかりの「道の駅高田松原」に
寄って買い物をし、皆さん楽しい時間を過ごさ
れました。

「お茶っこ同窓会バスツアーin陸前高田」を開催しました

自分ひとりで判断することが不安な方へ

「あんしんねっと（日常生活自立支援事業）」
　社会福祉協議会では、認知症の高齢者、知的障害者、精神障害者など、判断能力に不安がある
方でも安心して地域での生活が送れるよう、福祉サービスの手続きや日常の金銭管理、書類の
保管などのお手伝いを実施しています。

◎�福祉サービスの利用の
しかたがわからない…。
◎�日常的な金銭管理（預
貯金の出し入れ）が上手
くできない…。
◎��書類や印鑑をしまい忘
れる…。

◎�公共料金、医療費の支
払いができない…。
◎�お金を計画的に使え
ない…。

等でお困りの方

利用できる方　……………………………………………………………………………

　受けられるサービス

■福祉サービスの利用援助
　・�福祉サービス利用に関する情報

提供、相談
　・�福祉サービスの利用料などの支

払い手続き
■日常的な金銭管理
　・公共料金、医療費の支払い手続き
　・預貯金の出し入れの手続き
■書類等の預かり
　・預貯金通帳などの預かり　等

相談は無料です。
サービスについて詳しく知りたい方は
下記へお問い合わせ下さい。

＜お問合せ先＞
地域福祉課

TEL　0191-23-6020
担当　阿部／佐々木
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　一関市社会福祉協議会では、「いちのせき生活困窮者自立相談支援センター」を開設して
おります。
　お金のこと、お仕事のこと、生活に困ったときは、お気軽にご相談ください。自立したいと
いう気持ちを大切にし、生活が良い方向に安定していけるように一緒に考えていきます。

生活困窮者自立相談支援センターのご案内

②相談内容の把握
相談を聴き、支援を考えます。
他の機関に繋ぐ必要がある
際は適切に繋ぎます。機関
への同行もできます。

①まずはご連絡を！
お電話でお話を聴き、その
後、面談にて状況を広くお
聴きします。相談員が伺う
こともできます。

③支援計画
相談者と一緒に課題の解決
に向けた目標を立て、支援を
行います。

④ 継続して支援	
自立した生活が続くよう、
継続的に支援を行います。

金銭管理が苦手で
生活が不安…

電気、ガス、水道が
とまりそう… 働きたいけど

どうしたらいいか
分からない…

ご相談は、生活保護を受給していない一関市・平泉町にお住まいの方が対象です。

お問い合わせ：いちのせき生活困窮者自立相談支援センター　0191－23－6020
（平日　午前８時30分～午後５時）

生活にお困りの方の
出張相談会のお知らせ

１月 31日（金）
10:00-11:30 老松市民センター
13:30-15:00 川崎市民センター

１月 24日（金）
10:00-11:30 室根保健センター

13:30-15:00 千厩農村勤労福祉センター

１月 17日（金）
10:00-11:30 摺沢市民センター
13:30-15:00 東山市民センター

２月７日（金）
10:00-11:30 藤沢市民センター
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　高等学校、大学（短大、専修学校の専門課程
を含む）、高等専門学校の就学費用を貸し付けす
るものです。教育支援費（授業料等）と就学支
度費（入学金や制服代等）の 2種類があります。
　合格前でも願書や受験票の写しを添付いただ
ければ申込み可能です。余裕をもってお早めに
ご相談ください。
【ご利用いただける世帯】
　一定の所得額以下の世帯で、必要な資金の融
通を他から受けることが困難な世帯。（母子・父
子・寡婦福祉資金や日本学生支援機構奨学金等
の利用が優先）ほかにも要件があります。
【相談先】
　地域福祉課または最寄りの支部までお気軽に
ご相談ください。

教育支援資金（生活福祉資金）のご案内
資金の種類 貸付限度額等

教
育
支
援
資
金

教　育
支援費

高校　月 35,000円以内
高専　月 60,000円以内
短大　月 60,000円以内
大学　月 65,000円以内

一定の要件に
該当する場合、
限度額を 1.5倍
とすることが
可能です。

就　学
支度費 500,000円以内 利用は入学時に

限ります。

【返済】・措置期間　卒業後６か月以内
　　　・返済期間　20年以内　・貸付利子　無利子
※ 生活福祉資金制度は、教育支援資金のほかにも低所得世帯、
障がい者世帯及び高齢者世帯に対し、経済的自立と安定した
生活を確保するため、必要な資金の貸し付けを行っています。

◎ 採用年月日　　　令和２年４月１日（水）
◎ 職　　　種　　　相談支援職　　　１名
　 　　　　　　　　福祉総合職　　　若干名
　 　　　　　　　　介護支援専門員　１名

◎ 受　験　資　格　　　いずれの職種も①及び②の両方を満たしていること。
　　 【相談支援職】　① 福祉系の４年制大学を卒業（卒業見込含む）した者
　　 　　　　　　　② 社会福祉士の登録をしている者（登録見込含む）
　　 【福祉総合職】　① 専門学校又は短期大学以上を卒業（卒業見込含む）した者
　　 　　　　　　　② 社会福祉主事（取得見込含む）
　　 【介護支援専門員】　① 専門学校又は短期大学以上を卒業した者
　 　　　　　　　　② 介護支援専門員の登録をしている者
　　上記要件と合わせ、いずれの職種も普通自動車運転免許（ＡＴ限定可）必須

◎ 試　験　日　　　第一次試験　　令和 2年 1月18日（土）　
　　　　　　　　　 第二次試験　　令和 2年 2月 １ 日（土）（第一次試験合格者）

◎ 受　付　期　間　　　令和元年 12月 9日（月）～令和２年１月７日（火）午後５時必着
　 　　　　　　　　採用試験詳細については、当協議会ホームページをご覧ください。
　 　　　　　　　　（http//www.ichinoseki-shakyo.com/）

◎ 問い合わせ先　　　総務課
 申込書配布先　　　　住所　一関市城内１‒36　一関市総合福祉センター内

　 　　　　　　　　　ＴＥＬ　0191－ 23－ 6020
　 　　　　　　　　　午前８時 30分～午後５時（土日祝日年末年始を除く）

一関市社会福祉協議会では下記により職員採用試験（二次募集）を行います。

職 員 募 集 明るく元気な方を
募集します！

私たちと一緒に
福祉のまちづくりを
してみませんか？

キャリアを活かして
仕事をしてみませんか？
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一関市社会福祉協議会には、８つの支部が
あります。支部通信では、それぞれの支部
の取り組みなどについてご紹介します。

一
関
支
部

大
東
支
部

東
山
支
部

川
崎
支
部

花
泉
支
部

千
厩
支
部

室
根
支
部

藤
沢
支
部

高齢者の移動手段確保に向けて

和気あいあいとお買い物 (^^♪

子育てサロン バルーンアート体験☆

脳若で笑顔満点！ふれあいサロン交流会を開催

自分たちにできることを考える

室根地域ふくしの集いを開催！！
～知って役立つ緊急時対処療法を学ぶ～

千厩ワークプラザ「秋の利用者交流会」

福祉交流まつりを開催

　厳美地区福祉活動推進協議会主催で、移動手段の課題と今
後についてワークショップを行いました。様々な意見が飛び
交い、話し合いを継続していきたいとの声が挙がりました。

　ひとり暮らし高齢者を対象に買い物ツアーを開催しました。「エス
ピア」や「道の駅かわさき」で買い物を楽しみ、参加者は「ツアーは
楽しみの一つ。みんなと買い物できて楽しかった」と話していました。

　子育てサロン「ひよこクラブ」が、バルーンアートを体験
しました。今回は 14組が参加して、「クリスマスリース」や
「雪だるま」などの風船を使った作品づくりに熱中しました。

　（一社）やさいサラダの脳若トレーナー２名を迎え、サロン活動
展のポスター作製・脳若トレーニングを行いました。初めてのタ
ブレット操作にドキドキしながらも、夢中に取り組んでいました。

　老松小学校４年
生 17名が、車い
すや白杖を使い福
祉体験を行いまし
た。児童からは
『困っている人を
見かけたら明るく
声をかけたい』等
の感想が寄せられ
ました。

　利用者の皆さんが施設周辺の環境美化活動に取り組み、改
めてポイ捨て禁止を確認し合いました。その後は、美味しい
芋の子汁や、「もみじ」の大合唱で交流会を締めくくりました。

　トータルバランスセラピストを講師に迎え、東洋医学的視点
からの健康法を学びました。当日は 61名が集まり、日頃から
出来るヨガなどの簡単な運動を中心に楽しく指導を受けました。

　福祉交流まつりは藤沢地域産業福祉まつりの福祉部門として
開催し、福祉施設やサロン活動からの展示発表や、赤い羽根募
金活動、災害義援金活動などを行い、まつりを盛り上げました。

10月28日

10月24日

９月30日

９月30日

10月17日、21日

11月８日

11月8日 11月2日
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　今回の活動紹介は、小梨地区福祉活動推進協議会（大澤
寛壽会長）の一人暮らし高齢者懇談会（和光会）です。
　同協議会では、65歳以上の一人暮らし高齢者の方々
を対象に、参加者同士が交流を図り、楽しい一日を過
ごすことができるよう、懇談会を毎年開催しています。
以前は磐清水地区福祉活動推進協議会（もみじ会）と
合同で懇談会が行われていましたが、参加者が増加し
たことから、昨年度から小梨地区独自の開催をしてい
ます。今年の参加者は 25名で、花巻市にある「山の
神温泉　優香苑」を訪れ、温泉につかった後、おいし
い食事を食べながら参加者同士近況報告をしたり、ま
た、身近な相談役として民生委員さんとも交流を深め
ていました。参加者は「交流が深められてよかった、

楽しかったです」と
話されていました。

　小梨地区福祉活動推進協議会 大澤会長は「一人暮らしの高齢者は、自
宅では話す相手もおらず会話がない。このような懇談会を行うことで、
高齢者の引きこもりを防ぎ、外出する機会を増やせればと思う。また、
いろんな人と会話をすることで、認知症予防にも繋がれば。」と話され
ていました。
　このような会を通じて、一人暮らし高齢者が地域から孤立しないよう、
住民と繋がれる場ができていると感じました。

（担当：地域福祉コーディネーター　小林）

福祉活動推進協議会の活動紹介

●第７回●　一関市千廐町小梨地区

懇談会の様子

小梨地区福祉活動推進協議会　
大澤寛壽会長

　一関市シニア活動プラザで活動している団体が一堂に会して、日頃の活動の紹介をします。併せて、
趣味や生きがい活動を通していきいきと活動しているシニア世代の方々の紹介も行います。皆様の
参加をお待ちしております！！
�
　　 日　時　　令和２年２月２日（日）　10：00～ 15：00
　　 会　場　　なのはなプラザ２階　にぎわい創造センター
　　 内　容　　〇登録団体紹介コーナー　　〇団体実演コーナー　　〇協賛団体コーナー
　　　 　　　　〇いきいきシニア活動紹介コーナー　　〇アトラクション　ほか

　シニア活動プラザでは、シニア世代の社会参加やボランティア活動などに関する相談に応じています。
また、社会活動団体の活動事例や地域行事の紹介、シニア関連の図書の貸し出しの他、学習研修会や
各種講座セミナーなどを開催しております。詳しくはシニア活動プラザへお問い合わせください。

一関市シニア活動プラザ　　なのはなプラザ３階　TEL  0191‒31‒8118

☆シニアフェスタ2019を開催します☆

入場無料

アトラクションいきいきシニア活動紹介コーナー 団体実演コーナー
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　歳末たすけあい運動は、共同募金運動の一環として、12月１日より
全国一斉に始まっております。
　新たな年を迎える時期に、支援を必要とする方が地域で安心して
暮らすことができるように、また笑顔で新年を迎えられるよう地域
の皆さまのご理解とご協力を得て、地域全体で ｢思いやり｣ と ｢助
け合い｣ によってあたたかい真心をおくるための募金活動です。
　皆さまからお寄せいただいた募金は、市内に住む支援を必要と
する方々に届けられます。
　皆さまのあたたかい善意をどうぞよろしくお願いします。

～誰もが安心して暮らせる
　　　　地域づくりのために～

歳末たすけあい募金

目標額　15，831，000円

災害ボランティアセンター報告
　令和元年 10月 12日に上陸した台風 19号により、家屋の流出や床上・床下浸水等の被害
が発生し、県内では９ヵ所で災害ボランティアセンターが設置され、被災された方々への支
援が始まりました。一関市社会福祉協議会では、10月 18日～ 20日、25日～ 27日に田野
畑村社会福祉協議会へ職員を派遣し、災害ボランティアセンターの運営協力を行ってきました。
地元や県内外から駆けつけたボランティアの皆さんの活動により、泥出しや荷物の搬入出と
いったニーズが収束してきたことから、11月 23日に田野畑村災害ボランティアセンターを
閉所しています。
　一関市内では被災された住家に NPOや登録ボランティアを派遣し、荷物の搬入出等を行い
ました。

　岩手県共同募金会では、この災害により被災された方々を支援するため義援金を受け付けて
おります。

1　募集期間　　令和元年10月18日（金）から令和 2年 3月31日（火）まで
2　受入方法

　一関市共同募金委員会の最寄りの地区事務所へお問合せください。また、募金箱を
社会福祉協議会各支部、市役所各支所に設置しています。

　　　一関地区事務所：23-6020　 花泉地区事務所：82-4002　 大東地区事務所：71-1177
　　　千厩地区事務所：53-2885　 東山地区事務所：47-3238　 室根地区事務所：64-3983
　　　川崎地区事務所：43-4323　 藤沢地区事務所：63-5122

　義援金は、災害により被災された方への見舞金と、被災された方の当面の生活を支える
資金として位置づけられています。
　ご寄付いただいた義援金は、岩手県、日本赤十字社岩手県支部、岩手県共同募金会で構成
される義援金配分委員会で配分決定し、被災者の皆さまにお渡しします。
　皆さまのご協力をお待ちしております。

「令和元年度台風第19号災害」による義援金受付
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令和元年９月から令和元年10月末までに、市民の皆様からご寄附がありました。

社会福祉法人　一関市社会福祉協議会ホームページ　http://www.ichinoseki-shakyo.com/

まごころ寄附の使いみち
♥ ♥

まごころ寄附

本部・各支部連絡先  
本部・一関支部（23-6020）　　花泉支部（82-4002）　　大東支部（71-1177）　　千厩支部（53-2885）

東山支部（47-3238）　　室根支部（64-3983）　　川崎支部（43-4323）　　藤沢支部（63-5122）

本    部� � � �
　　　　　株式会社夢グループ

代表取締役　石　田　重　廣�様　　　9,876円
　　　　　民謡徳声会� 佐　藤　カツ子�様　100,000円
　　　　　ＪＡ葬祭

　やすらぎホールいちのせき�様　　68,702円
　　　　　両磐地区消防組合議会議員会ＯＢ会

　　　　　会長　山　平　圭　二�様　175,257円
真柴字荒屋敷� 　石　井　克　雄�様　　　米６袋

花泉支部� � � �
花泉字阿惣沢� 　佐　藤　カツ子�様　　50,000円
永井字薬師沢� 　菅　原　喜　一�様　100,000円
老松字館平� 　皆　川　弘　美�様　100,000円
永井字南小茂� 　佐　藤　　　亨�様　100,000円
　　　　　をどりのボランティア500回記念水木流鶴升会

水木鶴升（千葉健吾）�様　　10,000円
　　　　　小野寺亨氏叙勲祝賀会

実行委員長　千　葉　政　吉�様　　30,000円
　　　　　� 磐乃井酒造株式会社�様　　清酒14本

花泉地域敬老会の祝品

大東支部� � � �
摺沢字流矢� 　千　葉　良　一�様　　50,000円
大原字有南田� 　鈴　木　　　功�様　100,000円
曽慶字白山� 　須　藤　雅　子�様　100,000円
曽慶字御能場� 　須　藤　金　悦�様　　50,000円
猿沢字七ツ森� 　菊　地　　　清�様　　30,000円
猿沢字宿通向� 　菅　原　義　啓�様　　50,000円
猿沢字寒沢� 　菊　地　　　敏�様　　30,000円
曽慶字西ノ沢� 　菅　原　康　正�様　　50,000円
摺沢字街道下� 　岩　渕　妙　子�様　　50,000円
猿沢字町方� 　小野寺　正　光�様　　50,000円
中川字野田� 　佐　藤　利　彦�様　　50,000円

匿　　　名�　　　　5,000円
　　　　　沖田社交ダンスサークル　スイートピー

　佐　藤　秀　子�様　　　5,000円
� 一関市ゲートボール協会大東支部�様　　33,600円
� 大東芸術文化協会摺沢支部�様　　50,000円
摺沢字流矢� 　千　葉　良　一�様　はくパンツ16枚

紙おむつ８枚
尿とりパッド45枚

猿沢字寒沢� 　菊　地　　　敏�様　バスタオル７枚
タオル20枚

千厩支部� � � �
千厩字西小田� 　千　葉　　　稔�様　　50,000円
小梨字西ノ前� 　佐　藤　四　郎�様　　50,000円
千厩字町� 　永　澤　孝　子�様　100,000円

千厩ライオンズクラブ�様　　20,000円
　　　　　旧遠藤歯科医院募金箱

遠　藤　芳　春�様　　16,525円

東山支部� � � �
長坂字久保� 　鈴　木　　　司�様　100,000円
田河津字石ノ森� 　三　浦　　　浩�様　　50,000円
長坂字小田� 　菅　原　　　徹�様　100,000円
長坂字大木沢� 　千　葉　　　信�様　　50,000円
長坂字長平� 　吉　田　孝　男�様　　50,000円
　　　　　松川地域婦人会

会長　安　東　京　子�様　　40,000円
長坂字大木沢� 　千　葉　　　信�様　介護用品294点

室根支部� � � �
矢越字峯� 　千　葉　綾　雄�様　　30,000円
矢越字堀沢� 　三　浦　昭　宏�様　　50,000円
折壁字勢返� 　小　山　清千雄�様　　50,000円
折壁字留� 　菅　原　悦　雄�様　　50,000円
矢越字七日市� 　岩　渕　　　勉�様　　50,000円
矢越字千刈田� 　伊　東　　　稔�様　　50,000円
折壁字中西� 　小　松　宏　順�様　　50,000円
津谷川字浮野� 　及　川　高　明�様　　50,000円
矢越字湯舟� 　岩　渕　一　司�様　100,000円

藤沢支部� � � �
気仙沼市長磯後沢� 一文字　美　咲�様　　30,000円
新沼字大洞� 伊　藤　正　晴�様　100,000円
徳田字揚戸� 三　浦　洋　悦�様　　　6,980円
　　　　　本郷ピザ同好会

小　山　健　一�様　　　5,000円

　皆様からいただいたまごころ寄附は、社協だよりの発行、在宅介護者リフレッシュ事業費の一部に使われた
ほか、「小地域福祉推進事業（地区福祉活動推進協議会等への助成）」「ボランティアセンター事業」など、
地域福祉を推進するための貴重な財源となっております。


